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年月自

粛棚線f志、62.:3.31.で鹿止
決
議
が
さ
れ
た
.

国
鉄
骨
函
局
は
、
瀬
棚
線
の
美
利

河
、
花
石
、
鶴
川
、
今
金
、
丹
羽
.

北
楠
山
、
瀬
棚
の

7
駅
を
臼
年
3
月

ま
で
に
函
館
本
線
の
特
定
駅
に
集
約

化
で
し
た
。
こ
の
問
題
は
‘
刊
年
同

月
に
も
美
利
河
駅
の
無
人
化
、
花
石
、

丹
羽
駅
の
貨
物
取
扱
廃
止
が
打
ち
出

さ
れ
、
沿
線
住
民
的
反
対
運
動
に
よ

り
回
避
と
な
っ
た
。

臼
年
日
月
日
目
、
瀬
棚
州
酬
の
貨
物

駅
廃
止
反
対
、
田
町
連
合
期
成
会
を

結
成
し
、
大
集
会
を
北
柏
山
町
で
附

似
‘
今
金
町

1
5
0
人
参
加
。

瀬
田
側
線
の
こ
れ
ま
で
の
貨
物
取
扱
い

は
し
な
い
.
茶
届
川
、
北
住
吉
、
神

丘
駅
に
加
え
て
、
美
利
河
、
花
石
、
種

川
の
三
駅
を
国
縫
駅
に
、
今
金
、
丹
羽
、

北
楠
山
、
瀬
棚
の
四
駅
を
八
世
一戸
駅
に
統

合
す
る
趣
旨
。
関
係
町
、
日
千
人
の
岩

名
を
も

っ
て
廃
止
反
対
を
眠
、
え
た
。

見
年
ロ
月
目
目
、
函
館
市
議
会
へ
、

瀬
棚
線
貨
物
取
扱
い
廃
止
反
対
決
議

E
Y。
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北
部
関
係
町
で
協
議
、
今
金
、
北

槍
山
町
機
会
議
長
名
で
反
対
要
望
意

見
容
を
提
出
、
同
制
決
議
が
さ
れ
た
。

日
年
5
月
9
目、

瀬
棚
線
の
合
理

化
内
容
を
正
式
発
表
。

，t
咽
棚
的
酬
の
輸
送
量
が
減
少
し
た
e

と
し
て
英
利
河
、
粧
川
、
丹
羽
の
三

駅
を
無
人
駅
に
，
花
石
‘
瀬
棚
の
両

駅
は
駅
長
の
み
と
、
駅
員
の
配
置
は
、

こ
の
第
一
回
自
の
会
識
が

H
月
2
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
資
料
不

足
と
し
て
結
論
づ
け
が
次
回
へ

E
延
期
と
な
り
ま
し
た
J
-
の
こ
と
か
ら
関

係
三
町
の
幹
事
が
、
先
に
転
換
し
た
町
村
町
実
情
を
調
査
、
ロ
月
間
μ

日
再

度
論
員
協
税
金
を
開
催
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
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今
金
、
北
棉
山
の
両
駅
だ
け
と
、

全

線
駅
員
数
犯
人
を
口
人
と
す
る
。
荷

物
の
取
り
扱
い
は
、

今
金
、
北
桁
山

駅
だ
け
に
、
花
石
、
瀬
棚
駅
は
発
送

の
み
と
す
る
も
の
。

日
年
日
月
m
品
目
、
瀬
棚
線
存
続
期

成
会
設
立
準
備
会

何
年
ロ
月
8
目
、
瀬
棚
線
存
続
沿

線
住
民
総
決
起
集
会
(
今
金
)

貨
物
取
扱
駅
ば
か
り
で
は
な
く
、

瀬
棚
紘
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
る
情

報
を
キ
ヤ

y
チ
、
今
金
‘
北
槍
山
、

瀬
棚
.
大
成
、
長
万
部
町
五
町
で
存

続
期
成
会
を
結
成
し
た
。
同
目
、

6

日
年

1
月
却
目
、
瀬
棚
線
廃
止
反

対
、
住
民
総
決
起
大
会
(
今
金
)

事
態
は
深
刻
化
.
瓦
町
2
、0
6
5

人
が
集
結
、
「
廃
止
絶
対
反
対
L

を
訴

え、

一
致
団
結
を
図
る
。

ω年
2
月
1
目
、
瀬
棚
線
荷
物
取

り
扱
い
の
廃
止
、
旅
客
輸
送
の
変
更

通
告
。初
物
輸
送
は
‘
瀬
棚
線
各
駅
の
取

り
扱
い
を
拠
点
を
八
芸
駅
と
定
め
る
。

肢
客
輸
送
は
、
。
急
行
せ
た
な
。
を

廃
止
、
快
速
列
車
に
転
換
す
る
。

日
年
4
月
、
印
年
を
自
途
に
、
第

二
次
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
を
廃
止
。

そ
れ
に
よ
る
と
白
糠
町
は
、
「
人
口

1
4
、
5
7
1
.
世
帯
数
4
、
6
3
0
、

商品制
7
7
0
加
の
町
。
白
桜
総
は
、

北
進
聞
で
1
町
1
線
区
白
岡
、
当
初

は
廃
止
反
対
で
押
し
て
い
た
が
、
法

律
は
変
わ
ら
な
い
e

不
利
に
な
ら
な

い
よ
う
に
転
換
し
よ
う
と
考
え
、
議

会
特
別
委
民
会
を
故
山叩
臥
し
た
り
、
役

場
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
、
町

内
に
は
。
足
を
守
る
会
e

な
ど
で
検

討
を
し
た
。

結
果
は

}
$
1
1
1
1
1
11
1
1

。
，
パ
ス
転
換
、
料
金
は
国
鉄
迎
貨

と
同
額
と
す
る
F

と
決
定
し
た
が
、

実
質
連
首
に
あ
た
り
、
国
鉄
線
路
延

長
お
加
に
対

L
.
道
路
延
長
幻
同
と

差
が
あ
り
、
町
の
負
担
増
と
主
っ
た
。

回
年
内
実
質
速
八
日川
内
容
は
‘
収
入

1

0
、
8
4
8
千
円
、
支
出
3

5
、
4

0
3
千
円
、
差
引
2
4
、
5
5
4
千
円

の
赤
と
な

っ
て
い
る
.
こ
れ
に
対
し
、

国
の
運
営
破
補
助
金
は
、

1
5
、
1
6

9
千
円
、
こ
の
補
助
金
と
の
差
頼
は
、

9
、
3
8
5
千
円
で
あ
り
、
町
が
転
換

交
付
金
と
し
て
交
付
を
受
け
た
基
金
、

線
路

I
M
当
た
り

3
千
万
円
を
取
り

崩
し
て
充
当
し
て
お
り
、
実
質
的
に

は
町
が
負
担
し
て
い
る
も
の
で
す
。

更
に
、
山
崎
止
時
占
の
通
学
者
、
通

勤
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

1
年

分
が
転
換
交
付
金
と
し
て
交
付
さ
れ
、

こ
の
対
象
者
に
は
、
補
助
と
同
じ
取

敏
い
を
し
、
迎
貨
を
安
く
乗
車
さ
せ

• • 
あ
る
。
闘
は
、
法
を
前
総
に
し
て
い

る
。
と
の

一
方
的
な
懇
談
会
で
あ

っ

た
.日

年
5
月
幻
目
、
国
鉄
第
二
次
線

に
附
す
る
瀬
棚
線
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
。

運
輸
省
鉄
道
院
督
局
国
桁
鉄
道
、

平
野
業
務
課
長
が
来
問
、
ヒ
ヤ
リ
ン

グ
が
行
わ
れ
た
。

関
係
沿
線
は
、
瀬
棚
線
に
よ

っ
て

開
発
、
発
展
し
て
き
た
。
国
道
改
修
、

特
別
表
宮
地
俗
、
楠
山
北
市
等
学
校

は
モ
デ
ル
合
併
校
で
あ
る
こ
と
。

7

百
人
の
通
学
の
足
は
ど
う
す
る
と
訴

え
た
。

こ
れ
か
ら
が
試
練

• 
苦
難
の
時
代
:
:

2

0
人
が
参
加
、

わ
れ
た
。

何
年
目
月
幻
目
、
日
本
国
有
鉄
道

経
営
再
建
促
進
特
別
措
置
法
が
設
け

ら
れ
た
。

日
年
6
月
4
目
、
瀬
棚
線
存
続
期

成
会
第

一
回
総
会
。

国
鉄
瀬
棚
山
酬
の
利
用
を
訴
え
る
。

利
用
団
体
に
対
す
る
運
賃
補
助
制
度

を
つ
〈
る
.

日
年
6
月
5
目
、
瀬
棚
線
存
続
期

成
会
第
二
回
総
会
。

地
域
ぐ
る
み
の
巡
動
に
協
力
依
頼
、

チ
ラ

y
を
配
布
、
存
続
を
訴
え
る
。

総
決
起
集
会
が
行

国
は
、
法
の
も
と
に

4
月
中
旬
ま

で
に
図
の
協
誠
会
々
識
に

つ
か
な
け

れ
ば
「
見
切
り
発
事
」
を
す
る
と
の

通
告
が
あ

っ
た。

町
は
こ

の
対
策
と
し
て
、
市
民
に
、

瀬
棚
線
の
利
用
増
進
を
図
る
た
め
に

国
鉄
巡
賃
補
助
制
度
を
改
訂
、
補
助

枠
を
拡
げ
た
。

臼
年

5
月
刊
目
、
道
主
催
の
国
鉄

瀬
棚
線
に
闘
す
る
削
相
談
会
開
他
。

道
加
賀
谷
出
納
長
が
米
町
、
関
係

町
の
代
表
者
と
の
懇
談
が
な
さ
れ
た

が
、
実
情
は
わ
か
る
と
し
な
が
ら
も
、

陸
連
局
長
か
ら
早
急
に
と
の
催
促
が

日
年
6
月
幻
目
、

川
市
の
解
答
文

瀬
棚
線
に
つ
い
て
は
、
パ
ス
転
換

に
よ
り
地
域
的
足
の
確
保
に
支
障
を

き
た
す
と
は
言
え
な
い
。一
史
に

6
月

山
日
付
で
国
鉄
背
函
局
長
か
ら
、
パ

ス
輸
送
へ
の
転
換
を
具
体
的
に
協
議

し
た
い
。
瀬
棚
州
酬
の
廃
止
予
定
時
制
耐

を
昭
和
田
年
度
と
し
、
協
議
会
開
始

希
望
日
を
昭
和
的
年
9
月
1
日
と
定

め
る
も
の
と
し
た
。

凶
年
6
月
初
目
、

瀬
棚
線
存
続
期

成
会
臨
時
総
会

赤
字
だ
か
ら
廃
止
す
る
と
は
納
得

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
結

る
。
ま
た
、
パ
ス
運
営
事
業
補
助
金

が
5
ヵ
年
間
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の

年
限
が
過
ぎ
る
と
補
助
金
は
打
切
り

と
な
る
U

と
の
説
明
で
し
た
。

四
町
械
円
以
協
議
は
、
「
転
換
や
む
え

な
い
時
期
に
き
て
い
る
。
断
腸
の
思

い
で
了
承
は
す
る
が
・
代
替
輸
送
対

訟
区
間
は
;
瀬
棚

l
国
縫
問
e

と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
長
万
部
ま
で

合
め
た
も
の
で
進
め
て
ほ
し
い
U

と

の
要
望
。
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パ
ス
転
換
に

つ
い
て
は
、
満
場
「
典

識
な
し
」
で
了
承
さ
れ
た
。

今
後
の
問
題
と
し
て
、
「
国
と
の
協

械
の
取
り
逃
み
ぐ
わ
い
に
よ

っ
て、

再
度
、
四
町
議
員
協
議
会
を
開
催
し

て
、
そ
の
都
度
協
柑
惜
し
た
い
d

と
な

り
ま
し
た
。

瀬
棚
線
の
廃
止
は
、
法
的
に
は
「
臼

年
3
月
別
日
」
で
あ
る
が
、
実
質
的

に
は
「
位
年
3
丹
羽
田
」

と
な
り
ま

す。
瀬
棚
仙
酬
が
こ
れ
ま
で
に
至
る
概
要

に
つ
い
て
は
、
昭
和
4
年
に
図
縫
i

花
石
川
が
附
通
、
昭
和
5
年
に
花
石

i
今
金
聞
が
開
通
、
昭
和
7
年
に
は

瀬
棚
仙
献
金
総
炉
開
通
し
て
い
ま
す
。

臼
年
8
月
、
赤
字
削
附
幽
か
ら
国
鉄

貨
物
近
代
化
計
画
、
貨
物
取
扱
駅
の

集
約
化
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

位
年
8
月
日
目
、

臨
時
町
議
会
が

開
催
さ
れ
、
「
国
鉄
合
理
化
反
対
」
の

で
き
な
い
。
今
後
更
に
、
政
治
的
決

着
に
む
け
て
運
動
を
重
ね
る
。

協
議
会
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
最
後

の
最
後
ま
で
つ
く
時
期
で
は
な
い
。

拠
織
の
申
立
を
し
、
国
会
制
願
の
実

施
、
巡
輸
省
に
対
し
冬
則
川
町
視
察

の
要
踏
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

回
年
7
月
引
目
、
瀬
棚
線
存
続
期

成
会
総
会
.

今
後
、
政
治
的
決
着
し
か
望
め
な

い
.
金
町
を
あ
げ
て
者
名
運
動
を
展

開
し
、
町
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で

図
や
国
会
に
附
闘
す
る
こ
と
を
確
総

し
合

っ
た
。
ま
た
‘
も

っ
と
も
厳
し

い
冬
期
間
の
道
路
の
実
態
を
是
非
淵

査
し
て
も
ら
う
。
国
道
の
改
築
、
統

合
高
校
町
通
学
利
用
に
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
を
訴
え
る
こ
と
に
し

た
同
年
日
月
日

1
日
目
、

瀬
棚
線
存

統
を
求
め
る
知
願
.

関
係
沿
線
の
首
長
が
、
幻
千
人
の

的
願
岩
名
を
持
っ
て
上
京
。

三
区
選

出
の
衆
参
両
院
凹
名
と
山
下
運
輸
大

臣
に
締
願
し
た
。

ω年
5
月
日
目
、
瀬
棚
線
存
続
期

成
会
総
会

瀬
棚
線
の
対
処
に
誤
り
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
無
言
の
ま
ま
抵
抗
し

て
き
た
が
、
放
置
し
て
お
く
と
砂
見

切
発
車
。
問
山
年
3
月
を
も
っ
て
廃
止

さ
れ
る
。

6
町
犯
人
余
の
代
表
者
が

慎
重
審
議
。
残
っ
て
も
何
も
良
い
メ

( 3 J 



リ
y
ト
は
な
い
。
今
後
の
予
測
は
つ

か
な
い
が
‘
主
強
は
主
張
し
て
協
誠

会
々
識
に
つ
〈
こ
と
に
な
っ
た
。

存
続
期
成
会
は
、
従
来
ど
お
り
残

す
が
、
存
続
運
動
の
活
動
は
休
止
、

各
町
長
に
一
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ω年
6
月
7
目
、
第

一
回
瀬
棚
線

特
定
地
方
交
通
線
対
策
協
議
会
会
議

に
参
加
(
函
館
市
)

「
あ
く
ま
で
も
存
続
を
訴
え
た
が
、

代
替
に
は
問
題
は
な
い
け
と
平
行
線

を
た
ど
る
。

ω年
9
月
5
目
、
第
二
回
瀬
棚
線

特
定
地
方
交
通
線
対
策
協
議
会
会
議

に
参
加
(
函
館
市
)

『
国
鉄
は
、
瀬
棚
線
が
1
0
0
問
の

収
入
を
上
げ
る
の
に
‘

1
、
3
2
4
円

の
経
費
が
必
要
と
な
る
。
廃
止
は
や

む
え
な
い
U

と
し
た
。

町
は
、
瀬
棚
線
が
，
新
鉄
道
会
社
e

に
引
継
ぎ
が
な
い
こ
と
。
国
道
が
未

整
備
区
聞
の
改
良
、
除
雪
体
制
、
バ

イ
パ
ス
の
新
設
。

槍
山
北
高
校
、
瀬
棚
商
業
高
校
の

通
学
生
の
足
を
確
保
。

住
民
の
足
を
守
る
た
め
.
地
峡
行

政
を
あ
ず
か
る
立
場
と
し
て
の
判
断

材
料
、
転
換
に
闘
す
る
制
度
、
助
成

等
の
刊
提
示
を
要
求
し
た
。

今
後
の
進
め
方
と
し
て
、
関
係
町

と
の
合
同
議
員
協
議
会
を
開
催
、
こ

の
方
向
づ
け
の
統
一
を
図
り
、
次
回

の
特
定
線
対
策
協
議
会
会
議
に
望
む

は
絶
対
反
対
、
議
会
の
議
決
に
強
〈

反
省
を
求
め
る
U

と
の
大
会
決
級
文

が
渦
場

一
致
で
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
統
合
問
題
は
、
昭
和
お
年
に

さ
か
の
ぼ
り
、
「
戦
後
、
生
徒
数
が
減

少
、
小
規
模
校
の
按
式
、
複
々
式
と

な
り
、
先
生
の
教
科
外
担
任
等
、

一

人
の
先
生
が
専
問
外
の
教
育
の
実
情

に
あ
っ
た
。

こ
と
に
し
た
.

ω年
刊
月

2
目
、

協
誠
会
を
開
催
。

そ
の
紡
来
、
や
む
え
な
い
状
況
は

わ
か
る
が
、
住
民
に
説
得
で
き
る
だ

け
の
資
料
を
提
示
し
て
ほ
し
い
。
結

論
は
次
回
へ
と
な
っ
た
。

関
係
凶
町
議
品

」
う
し
た
経
過
の
中
で
瀬
棚
線
は

，
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
。
や
む
え
な

い
e

の
状
況
下
に
あ
る
こ
と
で
す
が
、

将
来
的
に
は
、
白
糠
線
の
場
合
を
日
見

て
も
パ
ス
転
換
は
し
た
が
、
補
助
制

度
、
基
金
が
あ
る
う
ち
は
良
い
と
し

て
も
、
こ
れ
が
な
く
な
り
、
毎
年
目

百
万
円
の
経
自
の
負
担
は
I
l
l
l
い

っ
た
い
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

難
し
く
、
厳
し
い
時
に
直
面
し
た

(e • 
統
合
に
よ
り
、
専
門
的
教
育
の
実

施
、
教
育
施
設
の
充
実
な
ど
、
教
育

和
条
件
の
向
上
、
質
的
な
教
育
機
会

内
均
等
方
策
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
目
的
に
、
地
区
ご

と
の
説
明
会
を
実
施
し
て
い
る
。

鈎
年
4
月
、
議
只
協
議
会
に
「
1

校
案
、

2
校
案
、

4
校
案
」
が
提
示

さ
れ
、
討
議
さ
れ
た
。
更
に
、
鈎
年

同
月
、
統
合
年
次
案
が
「
刊

1
日
年

に
か
け
て
、

1
校
に
統
合
」
す
る
方

針
が
だ
さ
れ
た
。

に
村
丘
小
中
学
校
が
火
災
事
故
に
よ

り
全
焼
、
こ
れ
が
原
悶
で
今
金
中
学

校
に
統
合
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
統
き
、
民
間
、
日
進
が
同

意
、
統
合
と
な
っ
た
。
ま
た
、
切
年

2
月
に
八
束
小
中
学
校
も
火
災
全
焼
、

統
合
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
諸
々
の
事
情
と
道
路
網
の

整
備
が
進
A
.
自
動
車
の
普
及
、
生

活
環
境
の
条
件
変
化
が
、
こ
の
統
合

間
組
を
急
激
に
論
議
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
た
、
今
金
中
学
校
舎
も

合
後
・
と
う
あ
る
べ
き
か
・••.•• 

刊
年
に
統
合
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
先
進
地
の
視
察
、
部
落
の
意

向
淵
査
が
行
わ
れ
た
a

日
年
に
入
り
、
統
合
特
別
委
員
会

の
結
論
は
、
「
実
施
案
の
樹
立
に
つ
い

て
は
、
町
民
父
兄
の
不
安
を
考
慮
し
、

財
政
而
を
総
合
し
な
が
ら
‘
そ
の
計

画
案
の
時
検
討
を
必
要
と
す
る
U

時

期
尚
平
と
し
た
。

そ
の
後
、
判
年
ま
で
統
合
間
組
は

中
断
し
て
い
た
.
し
か
し
、

時
代
的

変
化
に
伴
い
‘
当
初
計
画
し
て
い
た

生
徒
数
が
、
更
に
激
少
。
判
年
2
月

老
朽
化
、
危
険
校
舎
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
統
合
問
題
に
つ
い
て
、
地
域

住
民
と
の
話
し
合
い
が
も
た
れ
、
種

川
中
学
校
を
残
し
て
統
合
同
誌
が
得

ら
れ
、
日
年
に
統
合
今
金
中
学
校
内

建
設
が
始
ま
り
、
日
年
に
完
成
し
た
。

中
学
校
2
校
の
条
例
を
制
定
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
教
背

委
円
以
会
で
は
一
持
参
に
わ
た
り
話
し
あ

い
を
し
て
き
た
も
の
の
決
裂
、
引
か

り
の
ま
ま
で
あ
る
。

毎
年
開
催
し
て
い
る
町
政
態
談
合

に
お
い
て
、
程
川
地
区
か
ら
、
種
川

今
、
末
端
町
村
の
行
方
、
生
き
の
び

る

方

法

は

行

政

、

職

会

、

住
民
が
英
知
と
パ
ワ
ー
を
集
結
、
よ

り
一
照
的
強
烈
な
倒
性
と
厳
し
さ
を

も
っ
て
望
む
こ
と
が
、
愛
す
る
郷
土

の
保
種
、
発
展
に
つ
な
が
り
、
生
き

の
び
る
こ
と
の
で
き
る
唯

一
の
方
法
、

今
後
円
大
き
な
諜
題
と
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
徒
数
引
人
を
数
え
る
極
川
中
学

校
が
.
今
金
中
学
校
に
統
合
さ
れ
る

こ
と
を
反
対
し
て
、
住
民
総
決
起
大

会
を
日
月
口
日

2
9
2
人
が
集
合
聞

か
れ
た
。

決
起
内
容
は
、

①
父
母
、
住
民
が

一
つ
に
な
っ
て
中

学
校
を
守
る

②
校
舎
改
築
の
引
き
延
ば
し
に
よ
る

統
合
計
画
に
抗
議
す
る

③
一
校
条
例
を
絶
対
阻
止
し、

二
校

条
例
を
苛
り
抜
く

こ
の
三
点
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
地
元

住
民
の
立
志
団
決
を
図

っ
た
も
の
で

す
。こ

の
大
会
前
織
の
中
で
「

一
方
的

な
統
合
の
押
し

つ
け
は
、
教
育
の
原

点
に
反
す
る
。制
刷
会
的
陳
情
不
保
択

は
、
門
前
払
い
と
同
じ
だ
U

な
ど
統

合
に
絶
対
反
対
を
訴
え
、
更
に
「
住

民
の
意
思
を
無
視
し
た
学
校
統
合
に

• • 
中
学
校
の
改
築
的
要
望
が
あ
り
、
「
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
校
合
を

一
日
も

平
く
改
築
し
て
ほ
し
い
.
生
徒
が
安

心
し
て
学
習
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。
い
つ
ま
で
も
母
校
の
存
続
と

種
川
中
学
校
の
灯
り
を
消
し
た
く
な

い
け
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

更
に
、
陳
情
告
が
提
出
さ
れ
、
同

年
9
月
初
日
の
定
例
町
議
会
に
お

い

て
審
議
さ
れ
た
が
、
不
採
択
の
決
定

と
な
っ
た
。

種
川
地
域
の
住
民
は

ν
こ
れ
で
は

困
る
e

と
し
て
、
今
自
の
統
合
反
対

総
決
起
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
統
合
問
題
も
、

一
部
内
地
域

住
民
の
献
し
に
よ
る
と
「
当
初
は
、

こ
こ
ま
で
考
え
て
い
主
か

っ
た
。
統

合
に
な
る
と
マ
ン
モ
ス
校
に
な
る
こ

と
か
ら
当
然
お
こ
う
る
べ
き
こ
と
は
、

非
行
の
問
題
、
落
ち
こ
ぼ
れ
生
徒
の

取
り
扱
い
問
題
、
学
級
数
の
問
題
が

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
に
良
き
回

答
が
得
ら
れ
れ
ば
了
示
し
た
。
し
か

し
、
良
き
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き

ず
、
今
日
こ
こ
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
U

と
話
し
て
く
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

一
番
大
切
な
こ

と
は
、
生
徒
に
と
っ
て
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
最
普
な
の
か
を
、

地
域

・
行

政
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き

な
課
題
に
な
る
の
で
は

l
L

( 4 ) 

年金保険料の納入方法が変る

"農協組勘u

実通安全

附金寄

農 協 7万円

高 工 会 l万円

N T T 3万円

青山新聞庖 l万円

今金町交通安全

運動推進委員会結婚記怠局の贈呈

丸
額
縁

今金町に在住する方が結

婚 したときは、申請します

と記念品があたります。
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南
岸
地
区
農
用
地
利
用
改
善
組
合

。
冬
期
研
修
会
。

『
良
質
米
の
生
産
』

供
給
へ
の
試
食
会

今

後

の

農

業

の

位

置

づ

け

• • 

グ種
川
婦
人
会
H
H
・0

「住民運動実践功労 IV5JM'Ii~
槍山支斤長表彰」

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

ロ
月

n日
こ
の
研
修
会
が
収
機
感

謝
祭
を
兼
ね
て
、
南
岸
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
、
夫
婦
同
伴
犯
人

が
出
席
、
農
業
改
良
普
及
所
、
寺
西

主
任
、
関
生
活
改
良
普
及
員
、
役

場
か
ら
、
相
原
民
業
振
興
係
長
、
重

国
民
政
係
長
等
の
説
明
や
研
修
を
早

朝
か
ら
熱
心
に
受
け
て
い
ま
し
た
。

研
修
内
容
は
、

@
今
金
町
産
米
の
試
食
会

@
引
年
度
の
水
田
再
編
対
策

@
水
稲
(
ゆ
き
ひ
が
り
)
の
栽

培
特
性

。
ヒ
メ
ト
ピ
ウ
ン
カ
、
力
メ
虫

の
防
除

@
農
薬
危
害
防
止
と
健
康
管
理

@
健
康
食
、
調
理
実
習
と
収
穫

/
反
省

こ
う
し
た
研
修
を
終
之
、
昼
食
時

に
今
金
産
米
の
「
試
食
会
」
を
開
催
、

今
金
産
の

寸
ゆ
き
ひ
か
り
、
し
ま
ひ

か
り
、
と
も
ゆ
た
か
、
み
ち
こ
が
れ
、

こ
の
表
彰
に
あ
た
り
、

地
方
部
長
が
来
町
、
ロ
月
4
日
役
場

に
て
表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

種
川
姉
人
会
は
、
「
住
民
運
動
の

抑
進
に
貢
献
し
、
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
」
さ
れ
た
こ
と

か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。

袷
山
支
庁

こ
の
会
は
、

昭
和
幻
年
に
発
足
、

こ
の
間
に
婦
人
会
活
動
は
も
と
よ
り
、

交
通
安
全
活
動
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、

特
養
老
人
ホ

I
ム
盟
寿
闘
へ
の
慰
問
、

子
供
会
の
育
成
、
敬
老
会
の
開
催
、

寄
付
、
募
金
活
動
等
、
広
範
囲
に
わ

た
る
も
の
で
す
。

、」
う
し
た
活
動
か
ら
受
賞
経
歴
も
、

交
通
安
全
活
動
に
対
し
、
町
長
表
彰
、

道
協
会
表
彰
、
社
会
貢
献
貨
な
ど
を

受
彰
し
て
お
り
、
更
に
、
年
金
協
会

表
彰
、
年
金
社
会
貢
献
賞
等
の
実
絞

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
実
紋
が
古
川

く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

こ
の
受
賞
の
喜
び
を
、

婦
人
会
長
は
「
村
川
づ
く
り
の
裏
方

と
し
て
地
域
発
展
に
努
め
た
い
。
今

後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま

す
U

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。
更
に
「
現
在
の
会
員
数
は
、

印
人
、
世
代
交
代
の
時
期
に
き
て
い

る
と
思
う
。
難
し
い
が
若
い
新
会
員

の
加
入
に
努
的
、
増
ま
す
発
展
さ
せ

た
い
け
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 高

橋
政
子

き
た
ひ
か
り
」
が
、
そ
れ
に
良
い
そ

ろ
え
た
「
さ
さ
に
し
き
」
を
用
意
し

て
の
試
食
会
庁
。
香
り
、
光
沢
、
硬

さ
、
粘
り
、
昧
M
H

の
5
項
目
に
つ
い

て
昧
党
の
試
み
が
、
さ
す
が
米
ど
こ

ろ
、
真
剣
慎
重
そ
の
も
の
で
し
た
。

そ
の
結
果
、

1
位
し
ま
ひ
か
り
、

2
位
き
た
ひ
か
り
、

3
位
さ
さ
に
し

き
、
の
順
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
飯

の
場
合
、
ホ
か
げ
ん
、
火
か
げ
ん
が

大
切
、
そ
の
や
り
方
に
よ
っ
て
味
覚

が
変
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
試
食
会
の
開
催
目
的
に
つ
い

て
組
合
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

む
け
て
良
い
米
の
生
産
、
消
費
者

に
喜
ば
れ
る
米
を
供
給
す
る
こ
と
で

あ
る
。
将
来
的
に
は
、
。
ゆ
き
ひ
か

り
。
を
目
指
し
て
励
み
た
い
。
ま
た
、

自
分
た
ち
の
今
後
の
農
業
の
位
置
づ

け
に
つ
な
が
る
け
と
話
し
て
い
ま
し

、-
。，
z
h
 

こ
の
宮
内
悼
集
団
は
、

ω年
3
月
に

設
立
、
幻
戸
で
組
織
し
て
い
る
も
の

で
す
。
集
団
で
は
、
機
械
の
共
同
利

用
を
始
め
共
同
防
除
、
L
Z
(

同
収
穫
作

業
等
、
稲
穂
4
班
、
金
又
2
班
と
班

を
編
成
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

で
す
'
o
こ
う
し
た
集
団
を
設
け
た
甲
」
と
に

よ
っ
て
組
合
は
、
ー
地
域
の
親
陸
、

交
流
が
密
に
な
り
、
組
織
を
作

っ
て

良
か
っ
た
U

と
有
効
的
で
あ
る
こ
と

も
話
し
て
い
ま
し
た
。

' . • 
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2月18日(火)

午前10時一午後3時まで

町民センター

人権問題、その心配ごと

地元人権擁護委員、函館地方

法務局職員

時

。場所

。内容

。担当者

。日
特設人権相談所

開設 ロ

社会福祉協議会だよリ
個人名Y:Il団体名 住所 寄 附 内 容 寄贈先 個人名又は団体名 住所 ヨ年 開 内 容 寄附先

盟舟固 石井控直 本 員T 1'50，000 盟持団
匠 名 JI[ '[ 

小3統文中33t.女 匿 名 今金'[ たまこ 162個 " 
今金町赤十字奉仕団 'l- 1額棚町老人クラブ 掴棚町 ￥10，000 H 

H 

小176枚布地35反分 喜楽i食堂 栄 回I 年経そば(タレ付)30宜 " 
北柑山町社会悟祉協語会 北格山 おむつ 200枚 " 匿 名 1， 石 ￥17 ，000 光の旦学l到
獅戸ツナヨ 鈴 生 みかん 2画 H H 

今金町職員組合 今 金
盟舟回手付す臨庖 種 川サイダ 3画 H 干33，270

吉田靖府守 種 111 ￥100，000 " H 

今金日石株式会社 栄 開T

札幌市
(新巻 7尾たらこ 4函 ￥25，000 光の里学園

機山精一 " 塩かずのこ 4函
今金オ ト株式会社 栄

盟努阻
開I

l田枚 ￥25，000 光の里学園
今金ライオンズクラブ 今

金 固形石けん " 100個 " 
小野晶カオル 種 川ヤクルト 80 48本

大宮啓太郎 昭和町 小百合M ￥5，000 
保育園

末広町 上村益太郎 末広町 祉協ポラン小高正一 H ￥20，000 
12月2囲 7時間 テァセンター

加雌乃哩彦 昭和町 平5，000 H 新日本婦Aーマ人伝会 A 寸 金 ￥ 5，000 " 金支部

日本た八ば雲こ宮産業聾醐所長
(川町ン 15個

八雲町 H 

エコー 40個

(7) 



安当Z
"電Z年青町内第5回骨 骨岨

合一度青年の団結郷土に根づくため

美
利
河
小
学
校
に
パ
ン
ト
マ
イ
ム

の
松
井
さ
ん
が
ロ
月
刊
日
訪
れ
、
四

ツ
梨
学
級
(
英
利
河
、
花
石
、

中
単
)

の
児
童
や
父
兄
‘
英
利
河
ダ
ム
工
事

に
従
事
し
て
い
る
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
観
賞
を
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

前
回
は
、
「
風
船
、
綱
引
き
、
皆
、

風
、
自
転
車
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

l
、

階
段
、
エ
ス
カ
レ

l
夕

、

線

香

花

火
、
蝶
々
と
り
、
泥
棒
、
海
」
な
ど

の
J¥ 

ン

同

H
年
団
体
述
絡
協
議
会
の
主
催
の

も
と
に
、
ロ
月
日
日
町
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
凶
催
、
団
員
削
人
余
が
出

席
し
、
意
見
発
表
、
生
活
購
座
、
演

劇
、
干
芸
や
藤
、
写
其
な
ど
と
中
味

の
汲
い
も
の
で
す
。

閉
山
叫
目
的
は
、
「
町
内
の
m
H
年
が

あ
い
集
い
、
文
化
活
動
の
大
会
を
聞

き
、
こ
れ
を
通
じ
て
広
く
そ
の
意
義

を
広
め
、
さ
ら
に
相
互
の
組
普
と
研

き
ん
を
探
的
、
互
い
に
飽
印
刷
で
文
化

的
な
生
活
を
樹
立
、
郷
土
社
会
の
建

設
に
寄
与
す
る
日
と
し
て
い
ま
す
。

意
見
発
表
会
で
は
、
「
青
年
活
動

は
大
変
で
あ
る
が
、
友
述
の
給
が
広

が
っ
た
。
意
義
あ
る
も
の
と
思
う
。

た
く
さ
ん
の
人
と
出
合
い
た
い
。
そ

し
て
魅
力
あ
る
人
間
に
な
り
た
い
U

な
ど
、
ま
た
「
私
の
父
は
転
勤
族
、

て
ん
転
と
し
、
士
口
郷
が
な
か
っ
た
。

今
金
に
生
活
す
る
こ
と
八
年
間
、
今

金
か
ら
離
れ
、
副
掛
か
ら
離
れ
て
生
活

し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
古
郷
の
な

織
を
強
く
し
た
J
V

と
芦
っ
た
話
し
ゃ

「
教
育
の
あ
り
方
は
、
個
性
的
強
制

で
あ
り
、
コ
ピ

i
的
人
聞
の
形
成
で

あ
る
。
自
分
の
索
願
、
人
が
生
き
て

い
る
本
当
の
意
味
、
生
ま
れ
悩
み
、

苦
し
み
、
死
ん
で
行
く
の
で
は
|

|

一
生
か
か
っ
て
も
答
え
が
出
そ
う
に

な
い
け
れ
ど

U

等、

指
日
頃
官

年
た
ち
が
考
え
て
い
る
こ
と
、
感
じ

て
い
る
こ
と
の
発
表
会
で
し
た
。

生
活
講
座
で
は
、
亀
谷
整
骨
院
、

他
谷
巧
一
氏
を
購
師
に
招
き
、
「
緊

急
時
に
お
け
る
応
急
処
世
と
リ
ハ
ビ

リ
l
」
と
聞
出
し
て
惜
し
が
あ
る
な
ど
、

更
に
、
日
夜
練
習
を
重
さ
ね
た
劇
が

披
露
さ
れ
た
り
、
夜
は
夜
で
、
ゲ
ー

ム
や
バ
ン
ド
演
奏
と
交
流
が
図
ら
れ

峰
り
あ
が
り
、
然
り
に
ふ
さ
わ
し
い

一
日
で
し
た
。

(‘ • 

を

一
時
間
以
上
、
汗
に
ま
み
れ
て
の

熱
演
、
海
底
の
様
子
や
風
船
の
ふ
く

ら
む
様
子
に
子
供
た
ち
は
大
詰
ぴ
、

笑
い
と
拍
手
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

し
て
い
ま
し
た
。

松
判
さ
ん
が
英
利
河
に
来
る
こ
と

に
な

っ
た
き

っ
か
け
は
、
英
利
河
内

丸
山
良
祐
さ
ん
が
大
阪
に
在
住
の
折

り
に
松
討
さ
ん
の
両
親
と
知
り
あ
い

で
あ

っ
た
こ
と
と
、
丸
山
さ
ん
宅
へ
、

ト

マ

ム

イ

四
ツ
葉
学
級
に
来
訪
|
」

親
子
で
楽
し
く
|

L

京
都
女
子
大
生
が
夏
休
み
体
験
学
習

と
し
て
取
か
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で

す。
最
初
、
九
山
さ
ん
に
。
お
礼
e

と

し
て
観
て
ほ
し
い
と
の
話
し
、

一
人

で
観
賞
す
る
の
は
勿
体
な
い
の
で
学

校
に
話
し
か
け
た
と
ζ

ろ
、
こ
の
似

し
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

講
演
に
あ
た
り
松
井
さ
ん
は
、
「
こ

ん
な
白
い
古
を
見
る
の
は
初
め
て
、

感
動
し
て
い
る
。
言
葉
は
な
い

が
体

的
動
き
で
想
像
し
、
感
じ
て
ほ
し
い
。

私
の
好
き
な
パ
ン
ト
マ
イ
ム
で
す
日

と
あ
い
さ
っ
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
始
め
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
、

「
7

ル
セ
ル

・

7

ル
ゾ
ー
さ
ん
が
来
日
し
た
祈
り
に

見
に
行
き
感
動
、
踊
り
、
体
で
絵
を

か
き
表
現
す
る
想
像
の
世
界
に
魅
せ

ら
れ
た
U

と
惜
し
て
い
ま
し
た
。

今
日
の
特
別
講
泌
に
あ
た
り
、
渡

辺
美
利
河
小
学
校
長
は
、
「
長
時
間

に
わ
た
る
熱
演
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
直
か

に

凡
る
こ
と
が
で
き
感
激
し
て
い
る
。

子
供
の
勉
強
に
役
立
て
た
い
己
と
お

礼
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

松
井
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
は
、
父

は
学
校
の
先
生
、
時
は
産
話
作
家
‘

昭
和
U
年
東
京
生
ま
れ
、
現
在
四
歳

中
学
3
年
に
マ
イ
ム
の
世
界
入
り
5

年
目
、
全
国
各
地
を
巡
演
中
で
す
。

(1;主柏、関市)

今金はくさん

小池製栄

佐々木金物!占

外重鮮r"庖
楯ほけん堂

大倉有線屯気商会

岩 橋組

多田鉄工設備

角田屋商腐

今金森林組合

北部柏山/品機組合

住吉義行

荒井正信

村本光 夫

以上

歳末たすけあい募金ありがとうござ「いました

テーオー小笠原

内ヶ向処共庖

近藤建設

今金ツノ〈メ石油

星建設

川崎ストアー

住友生命今金支所

遠藤建設

螺良建設

曲浅食堂

西田商底

蝶N届i!li底
クリキi時計1吉

山崎商 会

内藤ストアー

中村間 底

古谷呉服庖

桜 1:1:1旅館

べいゆ

今金土地改良区

石川スポーツ庖

やまとや金物庖

渡島信金今金庖

北海道銀行今金1苫

とくだ呉HA応
ふじヵ、わ rl~j庖

中島商庖

八千代

日野ストアー

北海道新附Jr.!'i
岡林控除

第生命今金支部

日本生命今金支部

三井生命今金支部

今金 日石

今金オー ト

本田 商応

川村重 機

今金町民業協同組合

野呂印刷

本11日i1l気底
鮒l川モータ

安西商会

外山建 設

川原ふとん庖

姥名所会

黒沢商会

読売新聞庖

坂本建設

目的出，座間庖

牧田たたみ庖

佐藤フトン1苫

杉山青果

道南共済組合

上村興業

平副工建設

いまかねt.件↓

みのや商!苫

佐藤板金1苫

ノレ ノレ

橘呉服底

富田医院

館田商会

藤村家具底

大志 1~:
千葉呉服庖

たかしまや

吉田美容院

花井建設

中'" fll J>lj 

菊寿司

ニコニコ食~:

こん食主主

t尺 t!? 庖
*ハイヤー

エクセノレ美容室

(‘ • 
昭和60年度共同募金協力ありがとうございました

l 今金中学校 51，000円
5，0001Ij 今金婦人会 30，000 

今金老人
クラブ

:Aコプ
I いまがね底

Aコー7'
従業員一同

I 東町白石光普 1，015

j大和町浅井稔 2，635

:今金
ライ オンスe

:立正佼正会
10，000 i楠山今金支部

11 10，000 

計 192，383

59年度繰越金165，111

:収入合計 925，038 

12，891 

16，842 

8，000 

50，000 

上~~ IIll

中立問}

下盟問j

ト?ンケシ 8，400 

中ト7ンケン 4，5日。

下トマンケシ 3，000

神丘中央 2，900 

神丘新興 3，500 

神丘中台 3，000 

神丘西部 3，500 

神丘共和 3，400 

イマヌエノレ 2，700 

鈴岡第 4，850

日進 10，000 

神丘学校，fjf 3，500 

金原学校班 2，000 

部落計 289，900 

15，000円

5，000 

5，000 

3，300 

7，500 

2，700 

3，000 

6，500 

2，500 

3，日目。

10，200 

2，700 

5，10日

8，500 

3，600 

3，000 

3，000 

街1 f~主

I軒盟受

団代

上田代

八鈴

南田代

八束中央

八束宮の下

λ束宝田

八束初回

白石

金原昭和

金原宮前

金原中央

鈴金

上鈴金

奉白井

3，0001Ij 

14，900 

2，900 

8，400 

6，350 

10，000 

27，800 

6，000 

8，400 

7，000 

3，000 

5，000 

4，000 

3，000 

3，300 

17，000 

美利河別

花石上}

H 中!

"下

中 且

住 吉

上争ffi)1I
極)11宮前

穏川駅前

中盤川

下種川

奥種川

上稲穂

下 "

金又

光古

寒#

10，960円

10，000 

7，000 

28，800 

20，000 

14，000 

16，050 

3，700 

14，650 

22，120 

30，000 

17，710 

10，000 

60，150 

12，500 

277，640 

10，000 

i明町

~:~美町

日の出町

耳I 開T

八時町

本町

昭和町

旭町

栄町

大和町

末広町

緑町

南町

南栄町

商工団地

町内計

美利河駅

( 8 ) ( 9 ) 



3
歳
児
以
上
の
園
児
た
ち
位
名
が

日
月
幻
日
響
山県朗自
と
郵
便
局
と
の
2

班
に
分
れ
て
訪
問
、
日間引
の
苦
労
を

ね
ぎ
ら

っ
た
も
の
で
す
.

今
金
警
察
岩
を
訪
れ
た
闘
児
た
ち

は
、
「
私
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守

っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
期
限

っ

て
く
だ
さ
い

ω
と
、
ひ
と
り

一
人
が

カ
l
ネ
エ
シ

ョ
ン
を
手
渡
し
た
り、

パ
ト
カ
ー
の
張
絵
を
贈
る
な
ど
、
可

愛
い
防
問
者
に
笹
祭
器
只
は
お
お
諮

び
で
し
た
。

こ
の
ね
ぎ
ら

い
に
家
口
今
金
普
昨
小

川首
長
は
、

「車
に
気
を
つ
け
て
ね
。

皆
ん
な
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
U

と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
慰
労
は
、

小
百
合
保
育
闘
が

倒
立
さ
れ
て
以
来
続
け
て
い
る
も
の
、

そ
の
年
そ
の
年
に
よ
っ
て
訪
問
先
は

ち
が
う
も
の
で
す
。

今
金
警
察
則自
で
は
、
冬
の
交
通
事

故
に
は
、
特
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
と
犯
し
て
い
ま
し
た
。

「勤労感謝の日」

• • 
ややや 住民の動態 ややや 問中 守院二2か1 12月28日(文夫 3女) ヰ'1

'
丘

jijl元友香 12月初日{裕幸長女) 平ill JII 
12月末現在 固いつまでもお Lあわせに

Tiii月主サ土t !年2 加藤俊久(末広町)=新栄 由美(末広町)
人 口 8，539 (- 7 ) % 下本正守(稲穂)= EI 世栄子(南町)
93 ム134 (+1) 圏お〈やみもうしあげます
女 4，405(-8) 山 閏 兼太郎 11月25日 70il主 中 旦i
世帯数 2，575 (士 0) 'i'i' tll サ ワ 11月27日 88歳 美利河

ロおたんじようおめでとう 松mr楠武副長 12月 3日 65歳末広町..，噌川
土橋佑輔 11月13日(美佐列長男) 八 !j.ミ 犬 塚 三日1¥ 12月11日 83歳金 J点"止ム

天沼智恵美 11月13日 (判手 2女) 宇'1' 丘 吉 IlJ ノ、 ‘y 12月12日 75j:訟手主 )11 
本島 Iahり均3・j;j 11月17日(恭弘長女) 臼 石 ずJ~:J 精 一 郎 12月16日 65蔵寒 #1-
河合 ~ 11月22日(清光 2男) 本 町 大 松 とみの 12月17日 68歳 回 i'¥: 
中村 笈記 12月 4日(秀之 長男) ノ\~冊 ~IT 村上幸 f台 12月18日 73歳程 ) 11 
4如世d 年:~W 12月 9日(同広 2 ~丹) [f:i栄町 III 中 吉光 12月21日 79歳神 丘
庄司 Tid! 12月13日 (IIi) 3 -9~) 時J 町 石 調乃木子 12月22日 80歳 本 mT 
渡辺 克M 12月初日(教勝長男) 住吉 7k ヲ十 且JIII 12月23日 76歳本 PI] 院"

12月20日(孝夫 長女)佐々木 ιI也!r 稲穂 )~平1) Ii住 12月27日 71歳神 丘
菱田 筒会 12月21日(央広 3女) 11日平IIPIT lill 元美佐穂 12月31日 69歳 22 t日J::! Il 

12月23日(幸弘末広允:ct 29j) 大手nffl] 111 本昭夫 1月 1日 28ioi: 室骨 岡
五十嵐綜λ 12月24日(経治 長男) 日 進 八重樫 7 ツヱ 1月 7日 68局長高美町

項 目 出ていただく 方 実施する日 時 fHl 対皐地区 実 施合 場 備 考

般 相 技 全 匝T E 
3 日開

10:00-15:00 
全地区 老人福祉センター 健{栄康養相指談'"、oi保f生揚健録指導映帰崎i映}

(成人病予防教室) (??里遺EAZ堅手) 03:∞ー16:∞}

10:00-15: 00 
① " " 10日開 全地区 町長センター " (]3:00-16:∞} 

般 キ目 :品 全 開I 民 17日間 10:00-15:00 全 地 区 町民センター 健康相談、保健指導

② 麻 し ん
生後18ヶ月-36ヶ 3日明)

9 :00-11:30 全地区
日田 ・岩間医院

l回接種
月未満 -21日幽 国保病院

4日(叫 受付時間

③ 婦人科(ガン)検診 満初歳以上町婦人
-7日制

8 :00-9 :00 全 地 区 老人福祉センター 検診車による検査

12日制 受付時間 検診車によるレントゲン
@ 胃 ガン検診 満35歳以上向男女

-14日樹
7 :00-9 :00 全地区 老人福祉センター

検査
交付時間

⑤ n 児 相 談 生後6、9ヶ月児 13日附 9 :30-10:00 全地区 町民セノター 保健指導

妊婦相談 受付時1111 検肱、血液検官、 r"‘(t.:.jfi制定、
⑥ 
(母親学級)

妊 締 の 方 18日ω 12:45-14:00 全地区 町民センター jt;f司 1民煙'A<:聾指導‘前11術'4
交付時間

n 健 診
2:30-13: 00 全地区 身体計測、保健指導、医

⑦ 
児 4、7、10、12ヶ

20日制 町民センター 師による診察、歯科指導、
宵 児 講 座 月児 交付時間

9 :30-10:00 全 地 区 神経学

⑧ 3歳児健診
3歳2ヶ月児

21日幽
交9付時30間:.. 12:00 

全地区 町民センタ ー
身体計測、診察、歯科指導

-3議5ヶ月児 13:00-15:00 保健指導、常聾指導

⑨ 股 脱 健 診
2ヶ月と25日以上

27日制 13:00-14:00 全 地 区 今金 保健 所 コ関節X線写真
の乳児

模診を受けて明るい家庭づくり② 月 号

• 
(11)業主4dF被保険者古5百)
ロ 農林水産の事業 I，OOC分の16

(事業主弓誌。被保険者合缶)

ハ建設の事業 1，000分の17

(事業主手元会被保険者合5百)
※61年度労働保険料の概算申告納付は、変更f車内廠用
保険率で算定して下さい。

函館公共職業安定所から

1 施行期間 61年4月 l日-1年間

2 施象事業 全産業

3 引下げ率 1，000分の0.5

4 変更後の雇用保険率及ひ'保険料の負担

イ 一般の事業(口、ハの事業を除<)1，000分の14

|労働保険料一負担の変更l

かん予防の12ヵ条
規則正Lい生活習慣づく りでガンから身を守りま Lょう。

目偏食 Lないでバランスのとれた栄養を

とる。

園同じ食品を繰り返 Lて食べない。

園食べすぎを避け、脂肪をとりすぎない。

図深酒をしない。

固喫煙を少なくする。

図適量のビタミンA・C・Eと繊維質のも

のを多くとる。

圃塩辛いものを多量 に食べない。

熱いものはとらない。

悶ひどく焦げた部分は食べない。

図カビの生えたものは食べない。

困過度に日光にあたらない。

皿過労をさける。

固体を清潔に保つ。

発
一
中

開
一
付

地一
2
受

農一
G
-
者

曽
一
望

国
一
希

2
月
末
日
ま
で
に

あまり今
金
東
部
国
営
農
地
開

発
事
業
は
、
日
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
後
、
新
規
、
追
加
の
農

地
造
成
の
希
望
者
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
実
態
を
把
握
、
事

業
計
画
の
変
更
に
取
り
組

み
た
い
の
で
、

2
月
末
日

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

去
、い
。

耕
地
開
発
課
農
業

開
発
係
か
ら

( 10) 〕1
 
1
 
〔



新
し
い
年
金
制
度
①

制
度
改
正
の
四
本
の
柱

今
年
の
四
月
か
ら
公
的
年
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
今
後
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
な
か
で
、
公
的
年
金
制

度
を
長
期
的
に
安
定
し
た
も
の
に
改
革
す
る
』
-
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
改
正
点
は
①
「
基
礎
年
金
」
制
度
の
導
入

1

|

従
来
の
国
民
年
金

の
適
用
を
広
げ
、
す
べ
て
の
国
民
が
加
入
す
る
②
給
付
水
準
と
保
険
料
負
担

の
適
正
化
③
婦
人
の
年
金
権
の
確
立
④
障
害
年
金
の
充
実
ー
ー
な
ど
で
す
。

今
後
、
=
一
回
に
わ
た
っ
て
J
新
し
い
年
金
制
度
。
を
紹
介
し
ま
す
。

八注
v
共
済
年
金
の
改
正
案
に
つ
い
て
は
現
在
国
会
で
審
機
中
で
す
が
、
同
法

案
が
成
立
す
れ
ば
、
既
に
改
正
法
が
成
立
し
た
厚
生
年
金
、
国
民
年
金

と
同
時
に
今
年
四
月
か
ら
、
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
国
民
年
金
に
加
入

-
基
礎
年
金
制
度
の
導
入
・

今
回
の
改
正
で
「
基
礎
年
金
」
制

度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
基
礎
年
金
と

は
、
今
ま
で
の
国
民
年
金
に
自
明
日
業

者
等
だ
け
で
な
く
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
そ
の
奥
さ
ん
な
ど
も
合
的
た
国
民

{被
保
険
者
)
す
べ
て
が
加
入
し
、
共

通
の
給
付
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の

で
、
図
民
す
べ
て
で
年
金
の
基
礎
部

分
を
支
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す。
」
の
結
架

厚
生
年
金
保
険
は
図

民
年
金
円
上
に
乗
り
、
加
入
期
間
分

の
「
報
酬
比
例
の
年
金

l
支
払
っ
た

保
険
料
額
に
応
じ
た
年
金
」
を
支
給

す
る
二
階
建
て
の
新
体
系
と
な
り
ま

す
(
第
1
図
参
照
)
。
ま
た
、
船
員
保

険
は
厚
生
年
金
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

主
ぜ
こ
の
よ
う
な
改
革
が
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
a

今
ま
で
の
公
的
年
金
制
度
は
、
サ

ラ
リ
ー
マ

ン
な
ど
を
対
訟
と
す
る
厚

生
年
金
、
船
n
M
を
対
象
と
す
る
船
員

• • 

2 

現
状
の
ま
ま
だ
と
負
担
増
に

-
給
付
と
負
担
の
適
正
他
・

今
回
の
改
正
で
は
、
年
金
の
給
付

と
質
担
を
適
正
化
す
る
た
め
に
、
サ

ラ
リ
ー
マ

ン
世
帯
の
場
合
、
幽
州
地
中
的

な
年
金
額
が
現
役
勤
労
者
向
平
均
賃

金
の
六
八
%
と
い
う
、
現
在
の
水
準

程
度
が
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
(
第
2
図

参
照
『

〈
適
正
化
を
図
る
背
景
〉

現
在
、
年
金
受
給
者
の
平
均
加
入

年
数
は
三
十
二
年
で
す
が
、
今
後
は

四
十
年
程
度
が

一
般
的
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
現
状
の
給
付
水
準
を

そ
の
ま
ま
続
け
て
い
く
と
、
将
来
の

年
金
額
は
、
現
役
勤
労
者
向
平
均
賃

サラリーマン世帯の標準年金額

JZト¥
老齢厚生年金
(報酬比例年金)
76.200円 夫

(25.4万円×而7而?r.X40f事)

老齢基礎年金
分

50.000円

老齢基礎年金
車分

50.000円

• 
第 2図

/ぺぷト¥
報酬比例部分

81.300円

夫 (25.4万円×而l百O百x32年)

定額部分円

分 76.800 
(2.400円x32年)
(ま 1) 
加給年金
15.000円

-!t 173.100円 1 ~恒6蹴吻
し主2幻) 

滋童額1;1:いずれも昭和59年度価格

(;主1)昭和55年故正時の単価2.050円を昭和59年度価格に換算したもの

わ主2)%は現役男子の平均栂準報酬月額254.000円に対する比率

計 176.200円lM し主2)

新 Lい年金制度の L(み

品凶凶叩行)

第 1図

一一寸

自富業者

一

国民年金

保
険
、
公
務
只
な
ど
を
対
象
と
す
る

四
種
類
の
共
済
組
合
、
お
よ
び
自
営

業
者
、
農
業
者
な
ど
を
対
象
と
す
る

国
民
年
金
に
制
度
が
分
か
れ
て
い
ま

し
た
。

金
の
八
割
以
上
に
も
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
奥
さ
ん
が
図
民
年
金
に
四
十

年
間
加
入
し
て
い
た
と
す
る
と
、
夫

婦
合
計
の
年
金
額
は
現
役
の
平
均
賃

金
の

一
O
九
%
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す。
現
役
勤
労
者
と
年
金
受
給
者
の
生

活
費
の
内
訳
を
凡
て
も
、
現
役
勤
労

者
は
賃
金
か
ら
税
・
社
会
保
険
料
を

引
か
れ
、
さ
ら
に
子
供
の
教
育
費
や

住
宅
ロ

l
ン
な
ど
を
払

っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
、

年
金
受
給
者
は
、
税
法
上
優
遇
さ
れ

て
い
る
上
に
年
金
保
険
料
の
支
払
い

は
不
要
で
、
家
計
も
老
夫
婦
二
人
的

生
活
を
維
持
し
て
い
け
ば
よ
い
|
|

こ
れ
ら
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
現
役

勤
労
者
の
平
均
賃
金
の
八
割
や
十

一

例
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
お
い
給

付
水
準
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

〈ピ

l
ク
時
に
は
四
倍
の
負
担
に
〉

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
高
水
準
の
給

付
を
支
え
る
た
め
に
は
、
現
役
世
代

の
保
険
料
負
担
を
ピ

l
ク
時
(
昭
利

百
年
ご
ろ
)
に
は
現
在
の
四
倍
程
度

に
増
や
さ
な
け
れ
ば
な

ιな
く
な
り
、

負
担
而
か
ら
み
て
も
、
現
行
制
度
の

構
造
的
水
準
は
日
す
ぎ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
ら
な
い
た

め
に
、
給
付
や
負
担
の
水
準
を
適
正

化
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

(新)
共済
年金

(改正怯)

可円孟孟汀
1 
十公務員吋

(基礎年金)

し主)船員保険の職務タ半年金部門は厚生年金保険に統合されます，

倒的00"'年金

稿用者世帯

生立
ト自宮草者世帯

そ
し
て
、
各
制
度
ご
と
に
給
付
と

負
担
の
設
計
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め

に
、
結
果
的
に
制
度
問
に
さ
ま
ざ
ま

な
格
差
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

制
度
が
峨
域
を
中
心
と
し
て
タ
テ
釧

• 

(12) 

り
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
た
め
、
産
業

構
造
の
変
化
や
、
そ
れ
に
と
も
な
う

就
職
構
造
の
変
化
に
対
応
で
き
主
い

部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
国

鉄
共
済
組
合
や
船
員
保
険
の
被
保
険

者
の
減
少
は
、
制
度
の
財
政
基
鮭
を

不
安
定
な
も
の
に
し
て

い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
制
度
が
分
か
れ
て

い
る
た
め
、
一
人
の
人
が
複
数
の
年

金
を
受
け
る
ケ

l
ス
な
ど
が
生
じ
て

お
り
、
そ
の
適
正
に
制
整
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り
ま

し
た
。

〈
基
礎
年
金
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
v

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
導
入
さ
れ
た
基
礎
年
金
制
度
の
メ

リ
ッ
ト
を
兄
て
み
ま
し
ょ
う
。

川
制
度
聞
の
格
差
が
是
正
で
き
る

各
制
度
共
通
の
仕
組
み
な
の
で
、

す
べ
て

の
国
民
に
と

っ
て
給
付
の
条

件
や
負
担
が
等
し
く
な
り
ま
す
。

ω就
業
構
造
の
変
化
に
よ
る
影
響
を

受
け
に
く
い

自
常
業
者
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も

一

緒
に
な

っ
て
制
度
を
支
え
て
い
る
の

で、

あ
る
業
種
の
被
保
険
者
が
減
少

し
て
も
基
礎
年
金
部
分
へ

は
影
響
が

及
ぴ
に
く
く
な
り
ま
す
.

ω一
人
一
個
の
基
礎
年
金
が
確
立
さ

れ
る
重
複
給
付
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

3 

奥す
さ1
んご
名皇
.轟

唱の
合年
主主金
重ガ
京持
確て
さま
・す

改
正
前
の
制
度
で
は
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
(
専
業
主
婦
)
は
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
な
い
限
り
、

自
分
名
義
の
年
金
は
持
て
ま
せ
ん
で

し
た
.

今
回
の
改
正
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
を
合
む
全
国
民
が
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ

れ
ぞ
れ
の
名
義
の
基
礎
年
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
‘
万
が
一
サ

ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
さ
ん
が
雌
婚
し
た

り
、
陣
容
者
と
な

っ
た
場
合
で
も
、

従
米
の
よ
う
に
国
民
年
金
に
任
な
加

入
し
て
い
な
い
と
無
年
金
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
な
く
な
り
、
奥
さ
ん
名

義
的
老
齢
基
礎
年
金
や
陣
容
年
金
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

4 

障
害
基
礎
年
金
の
適
用
を
拡
大

二
十
歳
未
満
で
障
害
者
と
な

っ
た

方
は
‘
今
ま
で
は
二
十
歳
を
過
ぎ
て

も
低
献
の
陣
容
栴
祉
年
金
し
か
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
方

方
も
改
正
後
は
、
二
十
歳
以
後
に
陣

宮
者
と
な
っ
た
方
と
同
傾
向
附
告
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

-
障
害
隼
盆
の
充
実
・

障害
基礎年金

l級障害 38.40日円/月一一一- 62，500円/月

2級障害 25.6日日円/月一一一一→50.000円/月

C:主)月額はすべて昭和59年度価格です.

障害基礎年金の拡大

障害福祉年金

( 13) 



赤
ち
ゃ
ん
に
は
や
さ
し
い
声
を

出
し
て
い
た
お
母
さ
ん
が
、
こ
ど

も
が
三
歳
く
ら
い
に
な
る
と
、
け

わ
し
い
戸
に
な
り
ま
す
。
お
母
さ

ん
の
声
変
わ
り
で
す
。

ど
う
し
て
声
が
変
わ
る
の
か
と

い
う
と
、
よ
そ
の
子
が
気
に
な
る

か
ら
で
す
。
よ
そ
の
子
が
お
く
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
心
配

な
の
で
す
。
小
さ
い
子
を
つ
れ
て
い

る
よ
そ
の
お
母
さ
ん
が
い
る
と
、
近

つ
い
て
い
っ
て
、
か
お
い
く
つ
で
す

か
。
と
聞
か
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
子
が
同
い
年
で
、
う
ち
の

子
よ
り
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
よ

う
だ
と
、
お
母
さ
ん
は
い
ら
だ
ち

家
庭
内
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
大
き
く
三
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

-
無
駄
排
除
型
・

京
電
灯
は
、
」
ま
め
に
消
す

摂
湯
沸
か
し
器
や
風
品
の
口
火
を

つ
け
た
ま
ま
に
し
な
い

し
み
内
/

七、ク

tfや
川
ん
の
お
母
さ
ん
が
J
ナ

ュ
I
リ
ソ
プ
ち
ゃ
ん
を
こ
ら
ん
な

さ
い
。
も
う
花
を
咲
か
せ
て
る
じ

ゃ
な
い
の
。
あ
な
た
グ
ズ
グ
ズ
し

て
な
い
で
早
く
花
を
つ
け
な
さ
い

よ
。
な
ど
と
言
っ

て
み
て
も
、
キ

ク
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い

で
し
ょ
う
。

目
先
き
の
こ
と
で
あ
せ
る
の
は

お
母
さ
ん
の
声
変
わ
り

三
歳
の
児
は
み
ん
な
い
っ
せ
い
に

同
じ
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
と
考

え
る
の
で
す
。
こ
ど
も
も
め
い
め

い
発
育
の
し
か
た
が
違
い
ま
す
。

チ
ュ

l
リ
y
プ
は
春
に
な
る
と
、

早
々
と
咲
き
ま
す
が
、
キ
ク
は
い

く
ら
が
ん
は
っ
て
も
秋
に
な
ら
な

い
と
咲
き
ま
せ
ん
。
こ
ど
も
に
は

チ
ュ

i
リ
y
プ
型
も
あ
れ
ば
、
キ

ク
型
も
あ
り
ま
す
。

禁
物
で
す
。
じ
っ
く
り
花
を
ま
つ

の
で
す
。
こ
ん
な
括
が
あ
り
ま
す
。
こ
ど

も
の
か
か
る
小
児
科
の
お
医
者
さ

ん
に
は
、
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
先

生
も
い
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
こ
わ
い

先
生
も
お
り
ま
す
。
お
も
し
ろ
い

こ
と
に
、
ニ
コ
ニ
コ
先
生
に
か
か

っ
た
方
が
こ
ど
も
の
病
気
が
早
く

な
お
る
と
い
う
の
で
す
。
そ
ん
な

4
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
三
つ
の
タ
イ
プ

あ
な
た
は
ど
の
型
で
。
省
エ
ネ
。
し
ま
す
か

-
生
活
の
知
恵
型
-

V

八
冷
蔵
庫
の
ト
ビ
ラ
は
で
き
る
だ

け
開
聞
の
回
数
を
減
ら
す

※
入
浴
は
聞
を
あ
け
ず
に
入
る• • 

宇佐美党了=誰が子供の将来に質任をと

るカ、

岡田 充生=子供向能力は母親できまる

高木健太郎=子供の非行を防ぐ知恵

山崎房 =さびしい子供は悼びない

中島 みち=ねえねえ、おかあさん

小笠原忠統=すてきな母親すてきな子供

キャスリン =10代身心症

?ッコイ

向井 承子=小児病被の子供

国分一太郎=しなやかさと言ったからも

の

輝=愛の才能開発

幸春=明日香ちゃん美しく

"朔べ浩/

竹内 敏JI古=子供の体とことば

お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授

附

属

幼

稚

園

園

長
外

山

滋

比

古

ま
す
o

m

あ
な
た
、
し
っ
か
り
し

な
く
っ
ち
ゃ
あ
。

ど
う
も
誤
解
が
あ
る
よ
う
で
す
。
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~むし同|
;l<湖

;r，~棺E覚せい剤には手をだすな/

今金町防犯協会、 北槍山警察署

※
照
明
器
具
は
、
」
ま
め
に
掃
除
す

る
※
コ
タ
ツ
の
下
に
毛
布
な
ど
を
敷

く

rl'口
-Cf11:i 

今井祥智=子供の匡lからの挨拶
原 ひろ子=子供向文化人類学

吉岡たすく=親と子の愛・赤信号

3母

川令月海=子育て相談 24

森 彰英二親が変れば子も変る

家庭栄養研究会=食べ物通信2.1.5

能重兵作=いじめはなくさせる

久徳 重盛=まんがでわかる母原病

上卓 久雄=規の成長と子供の教育

社
会
を
乱
し
、

平
和
な

家
庭
を
破
壊
す
る
党
せ
い

剤
は
暴
力
団
が
有
力
な
資

金
源
と
し
て
巧
妙
に
密
売

を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と

か
ら
品
近
で
は

道
内
い

た
る
と
こ
ろ
に
ま
ん
延
し

特
に
家
庭
の
主
婦
や
中
、

高
校
生
に
ま
で
浸
透
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

党
せ
い
剤
は

心
身
を

む
し
ば
む
も
の
で
す
。

非
科
学
的
な
こ
と
、
と
笑
う
こ
と

が
で
き
な
い
の
が
、
心
の
不
思
議

な
と
こ
ろ
で
す
。

あ
る
と
こ
ろ
で
お
母
さ
ん
の
戸

変
わ
り
の
話
を
し
た
ら
、
伊
私
は

朝
と
晩
で
戸
が
変
わ
り
ま
す
。
と

い
う
お
母
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
こ

と
に
外
で
働
い
て
い
る
お
母
さ
ん

は
‘
夕
方
帰
っ
た
と
き
の
声
が
朝

よ
り
も
と
げ
と
げ
し
く
な
い
か
ど

う
か
反
省
し
ま
し
ょ
う
。

-
健
康
増
進
型
・

摂
暖
房
の
温
度
を
適
度
に
す
る

揖
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
の
外
出
は
、

歩
い
て
す
ま
せ
る

こ
の
冬
、

一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ

っ
と
し
た
工
夫
で
少
エ
ネ
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う• • 

成人病は、自覚症状ガae':われて初めて医師を訪ねEときには力
芯りの重症に思っていることガ幸いといわれま写。
そのEめには、しご〈当Eりまえのことですガ、人3，だ九の健康管
理lこ買をつけ病気の原因をつくらないことガ最良の予防だといえま
しよう。 ぜひ、次のことを実践してみてください。

・もう一度、自生活の見直しを 世援のバランスガ保だれている力
?野菜ガ不足してい草い力? 砂糖や塩分をとり過ぎていない刀?

・肥満を防ごう 京り過ぎは成人病のもと。
・スポーツで健康増量

・京阪を十分巳車しもう 積極的に気分転換を図り、ストレス島'IiI!lを。
・定期的に健康信査を畳けましょう

健康管理に気をつけて

ふだんの

I!I盟国

水野茂一 =77rこくご」おしえて

家庭栄養研究会=心と体をはぐくむ食生活

水野 議=親と子の脳教育

拘教協東北=やさしくて本質的な理科実

地区協議会験1.2.3

12F野綾子=夫婦、この不思議な関係

田島 征彦二王さまが楳てー歩いとるわ

林懐 秋他=中国少年の兄た日本軍

高橋たか子=怒りの子

丸谷才一=挨拶はむづかしい

松山 普三 =辺にこそ死なめ

菊池秀行=妖戦地帯

"')(山さと子=子供の王国

山村 美紗=長谷川一夫上、下

高橋のよ子=i.皮光きわめく巣て

東海林きだを =ジョ ージ君の時代

宮尾登美子=朱哀 上、下

北海道新聞社=北の手仕事

松井 愈=北海道官IJ世記

三角久美子=いたどり村からの手紙

三浦綾子=ナナカ7 ドの街から

亀井 議=現代用語の基礎知識

税
の
相
談
、
申
告
は
お
早
め
に
レ
て
く
だ
さ
い
。

期
間
ま
じ
か

C
な
り
ま
す
と
大
変
混
雑
い
だ
し
ま
す
。
お
待
せ
す
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
の
で
早
め
に
あ
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

2
月
行
日
1
3
月
日
日

確
定
申
告
の
期
聞
は
」
酌

確
定
申
告
の
相
談
日
は
よ

3
月
4
日
1
3
月
6
日

-
午
後

1
時
1
4時
ま
で

・

役

場

会

議

室

。
相
談
巴
必
要
怠
も
の

何
事
業
所
得
の
計
算
書
、
又
は
収
入
金
額
、
必
要
経
費
の
わ
か
る
も
の

間
確
定
申
告
書
用
紙
、
問
源
泉
徴
収
票
、
川
州
生
命
保
険
料
及
び
火
災
保
険

料
の
十
支
払
証
明
書
、
問
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
の
受
払
額
の
わ
か
る

書
類
、
問
そ
の
他
各
種
控
除
に
助
要
な
書
類
、
同
印
鑑

( 14) 
(15) 



I「救助をIJ叫ぷ1
I BIH061~~ I 今金町農業後継者の

縦
覧
納
期

の
変
更

奨学金

貨 付
2月16日
までに申込みを

本plJで農業に従事すること

が確実と認められる者で、市

コロンビア火山
メキシコ地震

救援金の
受付

川

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

場期

所間

昨年9n 19日メキシコの中部を襲
った地良、 11月13日コロンピアの火

山大爆発と、この大惨事に皆さんの

温かい心をお待ちしています。

渓救援金でお願いします。

@受付期間 当分のあいだ

@受付窓口 日本赤十字社今金分区

事務局(役場内町民稲

ヰi1:~m) まで

ω固
定
資
産
税
の
納
期

第

1
期
4
4
月
1
日
か
ら
4
月
初
日

第

2
期
品
7
月
1
日
か
ら
7
月
別
日

第

3
期

4
m
月
1
日
か
ら
川
月
訂
日

税
務
課
か
ら

役
場
税
務
課

3
月
1
日
か
ら
3
月
加
日

校、 短期大学、 普通大学の農

業課程に就学、卒業後農業を

される方に限ります。

貸付を希望される方は、貸

付申請舎に在学証明舎を添え

て至急手続をしてください。

℃ 

。奨学金の貸付額は

t:':，~;学校 1人年額

75，OOOP:J 
短大 ・大学等 1人年額

100，000円
この奨学金は、卒業の翌

月ヵ、ら起z1-して 5ヵ年H¥l;'品
業に従'Jlしていると奨主金

全額が返さなくても良いこ

とにな っています。

但し. 111 J，'iが必要となり
ます。

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場

制
②
O
T
A
l

C 

農林課農政係から番
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